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１ は じ め に
１９９０年以降，製品欠陥に関する不法行為責任ルール（以下，責任ルールと
記述する）として，多くの国が過失責任（Negligence Rule）から寄与過失を伴

































































































































































































































（Hand Formula）と呼ばれる。詳細は，United States v. Carroll Towing Co.,１５９F.２d１６９（２d
Cir.１９４７）を参照。
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